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つなぐ思い 広がる感性

〜喜びを感じる造形活動をめざして〜

⼤会主題



絶えず変化していく社会

価値観の変化

技術⾰新
環境問題

⽣活スタイル

感染症への対応・SDG’s
Society5.0 など

これまでには無かった
課題への対応



従来の授業⽅法の⾒直しを迫られる状況

マスクの
着用や
生徒間の
距離を保った
学習スタイル
の導入

タブレットの活用や
オンライン授業の導入



能動的・創造的に学び続けることができる子どもを育てる

何事にも主体的に
向き合う

感性を豊かに
働かせる

自分のよさや
可能性を発揮



造形活動を通して

よりよい社会や
幸福な人生の
造り手となる力を
身につけることが
できるような
学習指導を目指して



主体的な学び

対話的な学び

深い学び

学習指導要領完全実施

上記の視点に基づき

幼稚園（当初）
小学校・中学校
各校種での指導改善を目指す



つなぐ思い



実践発表1

滝沢第二中学校
佃里子先生



イメージを具体的に
しながら
よりよい表現を
さぐっていく



実践発表2

上田中学校
小山祐太先生



アイデアや
造形のヒントを
共有し

個の学習から
全体の学習へ



実践発表4

見前南中学校
北條優美子先生

「るんびにぃ美術館」
アーティスト
「小林覚さん」の作品は
障がい者との関わりに
ついても学ぶ題材となった



■体で感じたこと，頭で考えたこと，⼼に思ったことをつなぐ

つ な ぐ

■多様なものの⾒⽅・考え⽅をつないで思いを創出する

■つくり⼿と受け⼿の思いをつなぐ

■学校と地域の思いをつなぐ

■⾃分の過去・現在・未来の思いをつなぐ

■⼦どもと⼤⼈の思いをつなぐ



広がる感性



子どもの
創造性を引き出す
題材との出会い



子どもの思いと
表現の工夫が
組み合わされ

作品が生まれる



実践発表3 城西中学校 佐藤陽 先生



日常の中で見つけた
造形を楽しみ、
色や形の面白さに気づく



造形の要素を学び
自ら選択しながら

自分自身の表現の
幅を豊かにしていく



■ものの⾒⽅の広がり

広 が る

■想像⼒の広がり

■創造性の広がり
■五感の広がり

■直感の広がり

■純粋さの広がり

■察する⼒の広がり



喜びを感じる造形活動



よろこびを感じる
造形活動をめざして視覚のみならず
多くの感覚を
働かせた造形活動



交流を通して
自分の表現を
深めていく



ねらいを持って
筆を進めていく

表現を考えていくこと
に多くの学びがある



■つくりだす喜び・図⼯美術の創造活動の喜び

喜びを感じる造形活動

■⾃分らしさを発揮する喜び
■新たな⾃分を発⾒する喜び

■⽣きる喜び
■この世界の美しさを味わう喜び



・確かな予定が⽴てられず、感染防⽌のガイドラインに沿って授業実践
を⾏うことの難しさ
・指導者の意図に沿って⼦どもたちを交流させる場⾯の⼯夫
・オンラインによる意⾒交換や情報共有の有効性の確認

・今⼤会に掲げた研究主題は途中経過の段階にあり、今後も継続的に
⼩中学校で連携しながら本県の造形教育の充実を図っていきたい

【今⼤会の実施にあたって】



第65回東北造形教育研究⼤会岩⼿⼤会
第55回岩⼿県造形教育研究⼤会盛岡⼤会

令和 3年 1 0⽉ 2 8⽇（⽊）


